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あらまし 近年，うつ病などの精神疾患を有する患者数が増加している. 従来のソーシャル・サポートでは当事者が
周囲に相談できる人がいないと支援を受けることが難しいという社会的な環境に依存しているという課題がある. こ
れに対し,時間や場所にとらわれず,ユーザが自身の好みに合わせて対話相手の性格特性を選択可能なソーシャル・サ
ポート Chatbotシステムを提案・構築してきた．本研究では,構築したソーシャル・サポートシステムによる ChatBot

との会話を通じてユーザの精神的健康の維持により寄与できるようにするため,構築したシステムを用いた被験者実験
の Chatbotの応答に対し, LIWCを用いたテキスト解析を行い,精神的幸福度・孤独感尺度との相関が高い言語的特徴
を調べ,この分析結果に基づき,各性格特性のソーシャル・サポート Chatbotのプロンプトの記述を改良し,その有効性
の検証結果について報告する．
キーワード ヘルスケア，LLM,対話システム

1 は じ め に
近年，うつ病などの精神疾患が増加傾向にある [1] 一方, 専
門機関, 精神科への受診には障壁があり, よりハードルの低い
サポートとしてソーシャル・サポートがあり,従来のソーシャ
ル・サポートは「相談相手がいないと成立しない」という課題
があった.

そこで本研究では,このような課題を解決するため, ChatBot

を用いて,利用者の精神的健康を支える柔軟なソーシャル・サ
ポート,ピアサポート・システムの開発をしてきた.

具体的には, 先行研究として, 池田らが行った性格特性の異
なる ChatBotの構築についての研究 [2]と，心理的支援を目的
としたソーシャルサポートを行う ChatBotの構築についての研
究 [3]において, ChatBotに対して性格特性を与え，会話の中で
表現できるということと,構築した ChatBot がソーシャル・サ
ポート,ピアサポートを提供できることが示した. また,これら
2つの先行研究を合わせ,複数の性格特性の ChatBotに基づく
ソーシャル・サポートシステムの構築についての研究 [4]にお
いて,ソーシャル・サポート,ピアサポートを提供する性格が異
なる 5種類の ChatBot（Big Fiveモデルに基づく）[5]を GPT-4o

で構築し,利用者が自分に合った性格の ChatBotを選んで悩み
を自由に相談できるようなソーシャル・サポートシステムを構
築し,その有効性を検証する実験を行なった.

本稿では,構築したシステムの応答を解析し,精神的幸福度と
孤独感尺度との相関を調べ,その結果に基づきプロンプトを改
良した. そして,被験者に改良したプロンプトを用いたシステム
を利用してもらう実験を行い,有効性を評価したので,その結果
を報告する.

2 関 連 研 究
福岡が行ったソーシャル・サポートについての研究 [6]に関

する，友人への自己開示とサポートの関連性が詳細に述べられ
ている．研究結果からは，ストレス体験が増加すると自己開示
が増える傾向があり，この自己開示の増加が友人からのサポー
ト量と有意な関連があることが示されている．さらに，ストレ
ス状況での自己開示と友人サポートは直結し，サポートを多く
受けることが気分状態の改善に有益であることが研究結果から
示されている．
嶋らの研究 [7]では，大学生を対象とした日常ストレスにお

けるソーシャル・サポートの効果に焦点が当てられている．こ
の研究からは，男女ともに同性の友人からのサポートが最も多
くの大学生に対して効果があることが明らかになってる．ただ
し，ソーシャル・サポートが有するストレス緩和効果は性別に
よって異なり，これに応じたアプローチの必要性が示唆されて
いる．
談議所らの研究 [8]では「Peer2S」と呼ばれるマッチングシス

テムが設計，開発され，似たような困難な経験を共有するユー
ザー同士を結びつけ，相互のソーシャル・サポートを促進する
ことを目的としている．11人のユーザーを対象に 2週間にわた
る初期のユーザースタディが行われ，マッチングアルゴリズム
と「Peer2S」の有効性について評価されました．その結果，類
似の悩みを抱えるユーザー同士をマッチングすることで，不安
やうつ病の改善が期待される可能性が示唆されている．
大津らの研究 [9]では携帯端末の心的支援アプリケーション

に解決志向アプローチの対話型課題を導入し，その有用性を検

5J-03 DEIM2026

- 5J-03 -



証している．具体的には，ミラクルクエスチョン課題を実践で
きるチャットボットアプリを開発し，大学生を対象に既存の行
動調整支援アプリの課題との比較や併用を伴う調査を行った．
結果として，解決志向アプローチに基づく対話型課題は，対話
の柔軟性が低いことが主な要因となり，精神的健康度や行動活
性の指標の有意な改善は見られなかった．しかし，ミラクルク
エスチョン課題は，行動推薦課題と比較して精神的健康度に関
する尺度の平均スコアを相対的に改善した．また，ユーザーの
約 7 割がアプリの使用を通じて今後取り組みたい目標を策定
し，ユーザー個々人に適した問題解決のための目標策定を促進
できる可能性が示唆された.

Brandtzaeg らの研究 [10] では，若者がチャットボットから
様々なタイプのソーシャル・サポートをどのように受けるかに
焦点を当てている．この研究では，16～21歳の 16人の参加者
を対象に，メンタルヘルスのチャットボット（Woebot）を用い
た実際の体験を通じて，若者がチャットボットから様々な形の
ソーシャル・サポートをどのように受けるかを明らかにした．
研究結果によれば，チャットボットは利用のハードルが低いと
いう特性や安全で匿名の空間を提供することから，主に評価，
情報，感情，および具体的なサポートの源として捉えられる可
能性が示唆された．ソーシャルチャットボットは，使用者が自
分の問題に対して建設的な考え方を助けるだけでなく，信頼性
のある情報サポートにアクセスするための効率的な手段として
も認識された．研究は，日常生活で問題や悩みを抱える若者に
とって，ソーシャル・サポートの提供が有益であると示唆され
ている．
以上のとおりソーシャル・サポートに関する研究や ChatBot

を用いた心理的支援を行う研究はあるが，本研究のようにピア
サポートを行なう様々な性格の ChatBotを用いたソーシャル・
サポートシステムの研究はなされていない．

3 ChatBotによるソーシャル・サポートシステム
近年，感情的なサポートを提供する ChatBotが注目されてい
る．本章では，ユーザーが提供された複数の ChatBotの中から
会話したい相手を自由に選択し，その ChatBotとの会話を通じ
て精神的健康を支援することが可能な提案システムについて説
明する．また，具体的な ChatBotの構築手法についても記述す
る．

3. 1 ソーシャル・サポートおよびピアサポートについて
3. 1. 1 ソーシャル・サポートについて
本研究が参照するソーシャル・サポートとは，Caplan がコ
ミュニティ心理学において提唱した「個人が周囲の人々から受
ける有形・無形の援助過程」を指す概念である [11]．
ソーシャル・サポートには，実際に受け取った援助経験であ
る「受領されたサポート」と，援助を受けられるという主観的期
待である「知覚されたサポート」という二つの側面が存在する．

内容的には，「情緒的サポート」（共感・励まし），「道具的サ
ポート」（物品・サービスの提供），情報的サポート」（助言・知
識の提供），「評価的サポート」（行動の是非に対するフィード
バック）という四類型に整理され，これらが複合的に個人の心
理的安定や問題解決能力に資することが知られている．

3. 1. 2 ピアサポートについて
ピアサポートはソーシャル・サポートの一形態で，同種の悩

みや経験を持つ当事者同士が相互に支援し合う点に特徴があ
る [12]．共通体験に基づく高い相互理解と信頼により，専門職
による支援と比較して共感が得やすく，具体的かつ実践的なア
ドバイスを提供しやすい．医療・メンタルヘルス分野では専門
資源が不足しがちな状況を補完する方法として注目されており，
孤独感の軽減や自己効力感の向上といった効果が報告されてい
る [13], [14]．
談議所らが開発した「Peer2S」システム [8] は，類似経験を

有するユーザ同士をマッチングすることで，情緒的サポートお
よび情報的サポートをオンライン上で提供し，ピアサポートの
有効性を示した．本研究では，同様の支援を対話エージェント
（ChatBot）によって実現し，情緒的・情報的サポートの自動化
とスケール拡大を図る．

3. 2 構築したソーシャル・サポートシステムについて
本節では，構築したソーシャル・サポートシステムについて

説明する. 本研究で構築したソーシャルサポートシステムは,

ユーザーが自分に合った性格特性を自由に選べるようなシステ
ムとなっている. また,ソーシャル・サポートシステムに用いた
ChatBotには，性格特性が異なる点とピアサポートを行う点の
2つの特徴がある．これらの特徴を反映した ChatBotの構築手
法についても本節で示す．

3. 2. 1 ChatBotによるソーシャル・サポートシステムの概要
提案手法の概要について説明する．ChatBotを用いた提案手

法の概要図を図 1に示す．まず，Big Fiveモデルと実際の会話
データを用いたトレーニングによって構築した異なる性格特
性を持ちピアサポートを提供する ChatBotをシステムに組み込
む．ユーザーは複数の ChatBotの中から対話相手を自由に選択
でき，選択した ChatBotとの会話を通じて，悩みの軽減や心理
的支援を得ることを目的とする．

3. 2. 2 BigFiveモデル
Big Fiveモデル [5]とは，人間の性格を Extraversion（外向性），

Openness（開放性），Conscientiousness（誠実性），Agreeableness

（協調性），Neuroticism（神経症的傾向）の 5つに分類するモデ
ルである．各次元は，個人の特定の性格特性を評価し，これに
基づいて総合的な性格プロファイルを構築するために用いられ
る．心理学的研究において広く用いられており，性格評価の標
準的な枠組みとして利用されている．今回構築した ChatBotで
はこの Big Fiveモデルのどれか１つを強く有する性格特性にな
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図 1 ChatBot によるソーシャル・サポートシステムの概要
Fig. 1 Overview of the ChatBot social support system.

るようにした．具体的には，ユーザーとの対話において ChatBot

の性格がどの次元に偏っているかを明示し，その特性に基づい
た応答を生成することで，よりパーソナライズされたサポート
を提供することを目指している．

3. 2. 3 Few-Shot Learning

Few-Shot Learningとは，少数のデータサンプルから特定のタ
スクを学習する手法である．今回用いた GPT-4oなどの大規模
言語モデルは，少数の例や自然言語の指示からタスクを学習し，
推論を行う能力を持っているため，Few-Shot Learning によっ
て,高い学習効率と適応力を発揮する．Brownらの研究 [15]に
おいて，大規模言語モデルに対する Few-shot Learning は，ト
レーニングデータが少ない場合に非常に有効で，迅速な適応が
求められる場面で特に役立ち，特定のタスクにおいてはファイ
ンチューニングされたモデルと同等以上の性能を発揮すること
もあるということも示されている．

3. 2. 4 ソーシャル・サポートシステムに用いた ChatBotの構
築手法

本節では，ソーシャル・サポートシステムに用いた ChatBot

の構築手法について説明する. ソーシャル・サポートシステム
に用いた ChatBotは,

・5つの性格特性それぞれについて説明するプロンプト
・ソーシャル・サポート,ピアサポートを促進し,会話のよう
な素早い回答を促すプロンプト
・各性格特性に対応する実際の会話データ
・応答解析により得られた特徴を説明するプロンプト
この 4つの要素をプロンプトとして用いて Few-Shot Learning

によって構築した．
ソーシャル・サポート,ピアサポートを促進し,会話のような
素早い回答を促すプロンプトに関して,Filienkoらの研究 [16]に
おいてソーシャル・サポートを行う ChatBotを構築する際に有

効性が認められたプロンプトを基本プロンプトとして採用した．
これに加え，ピアサポートを促進する要素や，会話のような素
早い回答を促す要素を組み込むことで独自のプロンプトを作成
した．
また，実際の会話データは，先行研究 [8]で行われた，同じ

ような悩みを抱える人同士の会話実験で得られたデータを使用
した．この会話データの中から，特定の性格特性を強く有する
と判断された人の会話データかつ,liu らの研究 [19] を参考に，
ソーシャル・サポートおよびピアサポートに該当すると判断し
た平均 70の会話を会話データとして抽出した.

応答解析により得られた特徴を説明するプロンプトについて
は, 4.2節で説明する.

これらのトレーニングデータを用いて GPT-4oに対して Few-

Shot Learningを行い，ソーシャルサポート・ピアサポートを提
供する性格特性の異なる 5種類の ChatBotを構築した.

4 J-LIWCを用いた応答解析によるプロンプト改良
本節では，構築したソーシャル・サポートシステムの応答を

解析する際に用いた方法,解析結果を用いて改良したプロンプ
トについて説明する.

4. 1 応答解析手法と使用している心理尺度
4. 1. 1 J-LIWC

J-LIWC2015 [17]とは,英単語の言語学的・心理学的特性を数
値化したテキスト解析の標準的な辞書である Linguistic Inquiry

and Word Count 2015 (LIWC2015)の公式日本語版であり, 11,609

の単語, 69のカテゴリを含み,心理学者,計算科学者によってそ
の信頼性・妥当性が確認されている. [18]

LIWCのカテゴリは，代名詞などの一般的な言語的特徴に加
え，感情プロセス（ポジティブ・ネガティブ感情），認知プロセ
ス（洞察・因果関係），社会的プロセス，知覚プロセスといっ
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た心理学的特性を反映している点に特徴がある．解析において
は，テキスト内の総単語数に対する各カテゴリ単語の出現率
（%）が算出され，これにより解析するテキストの心理特性や
思考パターンを定量的に捉えることが可能である. 本研究では,

Rと J-LIWCによるテキスト解析 [18]を参考に,構築したソー
シャル・サポートシステムの応答を解析し,各被験者の心理状
態の変化量との相関を調べた.

4. 1. 2 先行研究で使用した心理状態の変化量を測る尺度
WebDB2025で発表された先行研究 [4]の実験で用いた心理状
態を測る尺度として以下の二つがある.

・菅沼 [21]らによって作成された日本語版Warwick-Edinburgh

Mental Well-being Scale(WEMWBS)

・舛田 [22] らによって作成された日本語版 UCLA 孤独感尺
度 (UCLA)

WEMWBS とは,ポジティブな精神的健康状態・幸福度を測
定する指標であり,「明るい気分だ」「自分に自信がある」等の
精神状態を測るものであり,UCLAは,孤独感を測定する尺度で
あり,「周りの人と馴染めていると感じるか」等の社会的な関係
性を含めた精神状態を測るものである. また,WEMWBSについ
ては各項目 5 段階評価であり,UCLA については各項目 4 段階
評価である.

これらの心理状態と被験者それぞれに対する Chatbotの応答
内容の解析結果との相関を調べた.

4. 2 応答内容の解析結果に基づいたプロンプトの改良
本節では，各種性格特性の Chatbotの応答内容のテキスト解
析結果と心理状態の変化量との相関関係を分析し，その結果に
基づいて行ったプロンプトの改良について説明する．
なお，相関分析においては，表 1に示すように,各種性格特
性の被験者数が少なく，データの正規性が仮定できなかったた
め，スピアマンの順位相関係数を用いて有意性を検定した．
また,応答解析により得られた特徴をそのままプロンプトと
して用いると,ソーシャル・サポート,ピアサポートとはかけ離
れた会話内容を話すことがあったため,まず,相手の悩みを受け
入れ共感する内容,その後,性格特性を発揮し,ピア・サポート
を行うように指示を具体化し,その中で応答解析により得られ
た特徴を示すようにプロンプトを改良した.

改良したプロンプトの全文は付録に示す．

表 1 性格特性の選ばれた割合
選ばれた数 割合

開放性 8 36.30%

外向性 5 22.70%

誠実性 5 22.70%

協調性 4 18.20%

神経症的傾向 0 0.00%

4. 2. 1 外 向 性
表 2 および表 3 は,外向性が高い Chatbot の応答解析におけ
る相関結果であり, p値が 0.05以下を示した心理カテゴリをま

とめた表である．精神的幸福度の増加には「視覚・知覚」とい
う心理カテゴリが強く相関していた．これは，ドライブや散歩
など，相談者自身もアクティブな活動を行って気分転換をして
おり，Chatbotがそれらに呼応して外の景色や音楽などの話題
を提供したことが要因と考えられる．また，孤独感の減少には
「ネットスラング」や「同意・肯定」という心理カテゴリが相関
しており，(笑)や (照)などの砕けた表現やソーシャル・サポー
トの中でもピア・サポートを行うようにしていることによる,相
手に理解を示す内容が効果的であったことが示唆された．
これらの結果に基づき，プロンプトをアクティブな趣味（外

出や運動など）を含むサポート内容を積極的に提案するように
指示し,ピア・サポートとしての親しみやすさを強調するため，
ネットスラングや砕けた表現，感情を表す記号を多く使用する
ように調整した．

表 2 外向性が高い Chatbot の応答と被験者の精神的幸福度との相関
心理カテゴリ 相関係数 p 値
視覚・知覚 0.97 0.0048

表 3 外向性が高い Chatbot の応答と被験者の孤独感尺度との相関
心理カテゴリ 相関係数 p 値
ネットスラング -0.95 0.014

同意・肯定 -0.97 0.0048

4. 2. 2 開 放 性
表 4 および表 5 は,開放性が高い Chatbot の応答解析におけ

る相関結果であり, p値が 0.05以下を示した心理カテゴリをま
とめた表である．精神的幸福度の増加には「親和性」「社会・
社交」「同意」などの心理カテゴリが相関した．これは「あー、
やっぱりそうですよね」「うんうん、わかります」「～とかいい
ですね！」といった同意を示す繋ぎ言葉や，「また一緒に考えま
しょう」「自分のペースで試してみてください！」「応援してま
す！」といった継続的な繋がり（親和性）を示す言葉が相関し
ていた．孤独感に関しては，「空間」カテゴリ（小さく，少しず
つ等の表現）が増加要因となる一方で，精神的幸福度の増加に
もつながった「繋ぎ言葉」「親和性」といったカテゴリに加え,

「悲しみ」カテゴリが減少要因となった．これは，自身の辛い経
験（悲しみ）を自己開示するピア・サポートの振る舞いが孤独
感を和らげた可能性がある．
これらの結果に基づき，プロンプトに同意を示す繋ぎ言葉を

多用するように指示を追加し,単発のアドバイスで終わらせず，
体験の共有と提案の後に「また一緒に考えましょう」などの継
続的な繋がりを示す言葉を使うように調整し,空間表現につな
がるような言葉を抑制するように調整した. また,プロンプト改
良の過程で,悩み相談と関係ない趣味の話を行うことがあった
ため，単なる雑談ではなくソーシャル・サポートの一環として
機能させるよう明記した.
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表 4 開放性が高い Chatbot の応答と被験者の精神的幸福度との相関
心理カテゴリ 相関係数 p 値
親和性 0.96 0.00018

社会・社交 0.89 0.0034

絵文字など 0.79 0.019

同意 0.74 0.035

表 5 開放性が高い Chatbot の応答と被験者の孤独感尺度との相関
心理カテゴリ 相関係数 p 値
空間 0.83 0.011

悲しみ -0.92 0.0013

繋ぎ言葉 -0.72 0.045

親和性 -0.73 0.039

4. 2. 3 協 調 性
表 6 および表 7 は,協調性が高い Chatbot の応答解析におけ
る相関結果であり, p値が 0.05以下を示した心理カテゴリをま
とめた表である．
「ポジティブ」「余暇」「報酬」という心理カテゴリが精神的
幸福度の減少と相関し，「家族」という心理カテゴリが増加と相
関した．これは，「ポジティブ」という心理カテゴリでは,「気
軽に話してください！」「気楽に相談してください！」という文
末内容が多く反応していた. 「余暇」「報酬」という心理カテゴ
リでは,楽しいことや旅行などの非日常の体験の話,挑戦とか目
的・目標といった話題が多くあり，日常的な悩みの深掘りが少
ない傾向が見られた.「家族」という心理カテゴリでは,悩み相
談の際に家族・友人への相談を促す内容が多くあり,精神的幸
福度において効果的であったことを示している．
また，孤独感の増加には,「悲しみ」という心理カテゴリが
寄与しており,一人暮らしの悩みが多く表れていたことが関係
していると考えられる. 孤独感の減少には「絵文字」や「家族」
カテゴリが寄与しており，「？」を使用し,悩みの状況や日常の
状況を深掘りする問いかけや,絵文字が多く表れていたことや
家族や友人に相談するといった他者を巻き込むアドバイスが多
く表れていた．
これらの結果に基づき，プロンプトに「気軽に話してくださ
い！」「気楽に相談してください！」などの表面的な励ましや非
日常的な話題（旅行など）よりも，相談者の日常的な状況を深
掘りする質問を行うように指示を追加した．サポートを提供す
る際に，相談者自身の行動だけでなく，家族や友人など周囲の
人を巻き込むような提案を行うように調整した．

表 6 協調性が高い Chatbot の応答と被験者の精神的幸福度との相関
心理カテゴリ 相関係数 p 値
ポジティブ -1 0

余暇 -1 0

報酬 -1 0

家族 1 0

表 7 協調性が高い Chatbot の応答と被験者の孤独感尺度との相関
心理カテゴリ 相関係数 p 値
悲しみ 1 0

絵文字 -1 0

家庭・家 -1 0

4. 2. 4 誠 実 性
表 8 および表 9 は,誠実性が高い Chatbot の応答解析におけ

る相関結果であり, p値が 0.05以下を示した心理カテゴリをま
とめた表である．
精神的幸福度の増加には「非流暢性」「洞察」といった心理カ

テゴリが相関した. 「なるほど」「わかります」といった短い同
意や，悩みに対する意識,感覚,考えの深掘りが多く表れていた
ことが要因として考えられる．一方，孤独感の増加には「悲し
み」「知覚」が相関しており，ピア・サポートを行う際の共感す
る時,同意を示すときに現れることが多く,過剰な同意が孤独感
の増加につながったと考えている．孤独感の減少には「因果関
係・論理」が相関しており，目標や今頑張っていることの悩み
について目標に対してのアドバイスやモチベーション対するア
ドバイスが多く表れていたことが要因として考えられる．
これらの結果に基づき，プロンプトに,過剰な同意や長々と

した共感を避け，「なるほど」などの短い同意を用いるように指
示した．また,悩みに対する意識,感覚,考えの深掘りをするよ
うに指示し，相談者が今頑張っていることに対する「目標」や
「モチベーション」に対するアドバイスを促すように調整した．

表 8 誠実性が高い Chatbot の応答と被験者の精神的幸福度との相関
心理カテゴリ 相関係数 p 値
非流暢性 1 0.000397

洞察 1 0.000397

表 9 誠実性が高い Chatbot の応答と被験者の孤独感尺度との相関
心理カテゴリ 相関係数 p 値
悲しみ 0.9 0.037

知覚 0.9 0.037

因果関係・論理 -0.9 0.037

5 改良したプロンプトを用いたソーシャル・サポー
トシステムに関する実験
本章では，改良したプロンプトを用いたソーシャル・サポー

トシステムに関する実験について説明する．
今回の評価実験では, Chatbotの応答データ解析に基づき改良し
た各性格特性プロンプトが,心理状態の変化とソーシャル・サ
ポートに与える影響の差異を検証することを目的として実施
した．
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5. 1 実 験 内 容
本節では，実験内容について説明する．大学生 25人を対象
に，改良したプロンプトを用いたソーシャル・サポートシステ
ムを用いて, 5 つの性格特性の異なる ChatBot から指定された
性格特性の Chatbotと 5日間悩み相談をしてもらった. 実験は
2回に分けて実施し,1回目の実験から 3週間から 1ヶ月期間を
空け, こちらが指定した性格特性の Chatbot と悩み相談を行っ
てもらった. 悩み相談を行ってもらう Chatbotについては, 1回
目の実験と 2回目の実験で異なる性格特性になるように実験を
行った. 実験での悩み相談を行う際は,異なる日程での悩みにつ
いては,変更があっても良いということとした. 改良したプロン
プトを用いたソーシャル・サポートシステムに対する評価とし
て,各被験者に対して,実験前アンケート,中間アンケート,実験
後アンケートを行った.

実験前・実験後アンケートには,以下の 2種類の評価尺度に
よるアンケートを実施した.

・菅沼 [21]らによって作成された日本語版Warwick-Edinburgh

Mental Well-being Scale(WEMWBS)

・舛田 [22] らによって作成された日本語版 UCLA 孤独感尺
度 (UCLA)

WEMWBSとは,ポジティブな精神的健康状態を測定する指
標であり, 孤独感を測定する尺度であり,「明るい気分だ」「自
分に自信がある」等の精神状態を測るものであり, UCLAでは,

「周りの人と馴染めていると感じるか」等の社会的な関係性を
含めた精神状態を測るものである. また, WEMWBSについては
5段階評価であり, UCLAについては 4段階評価である.

さらに実験後には,ソーシャル・サポートシステムを使用し
て,よかった点と気になる点を自由記述するアンケートを実施
した.

実験 3日目に実施した中間アンケートには,以下の評価尺度
によるアンケートを実施した.

・ソーシャル・サポート尺度アンケート
ソーシャルサポート尺度アンケートは，片受 [20]らによって
作成された大学生用ソーシャルサポート尺度を用い，知覚され
たサポートの質を測定する．この尺度はソーシャル・サポート
の，情緒的サポート，道具・情報的サポート，評価的サポート
のサポートタイプを網羅しており，被験者が各ソーシャル・サ
ポートシステムから受けたサポートの適切性を評価するもので
ある．また，各ソーシャル・サポートシステムによるサポート
の質については 4段階で評価を行った.

5. 2 実 験 結 果
本項では，構築したシステムに関する実験の結果について説
明する．

5. 2. 1 性格特性と各種ソーシャル・サポートに関する結果
表 10は先行研究 [3]の実験，表 11は本実験における各種性
格特性別のソーシャル・サポート尺度（4段階評価）の平均スコ
アである．これらは片受 [20]らの大学生用ソーシャル・サポー

ト尺度に基づいている．表 11において，先行研究の実験（表
10）と比較してスコアが上昇した項目を赤字で示している．

表 10 先行研究の各種性格特性のソーシャル・サポート尺度 4 段階評
価の平均スコア

評価的 道具・情報的 情緒的 合計
外向性 3.50 2.97 3.10 3.23

開放性 3.12 3.43 3.04 3.19

協調性 3.05 3.18 3.13 3.11

誠実性 2.94 3.25 2.4 2.9

表 11 本実験の各種性格特性のソーシャル・サポート尺度 4 段階評価
の平均スコア

評価的 道具・情報的 情緒的 合計
外向性 3.22 3.34 3.05 3.20

開放性 2.98 3.17 2.72 2.96

協調性 3.16 3.23 3.00 3.13

誠実性 3.34 3.3 3.07 3.24

神経症的傾向 3.15 3.1 3.05 3.1

5. 2. 2 心理状態の変化に関する結果
表 12および表 14は，それぞれ先行研究 [3]の実験と本実験

において，Chatbotとの悩み相談を 5日間行った際の心理状態
の変化（WEMWBSおよび UCLA孤独感尺度）の平均変化量を
示している．表 12の先行研究の実験のスコアと表 14の本実験
のスコアを比較し，本実験の方が WEMWBS の増加幅が大き
く，UCLAの減少幅も大きい結果となった．さらに，これらの
心理状態の変化について対応のある t検定を行った結果が表 13

（先行研究の実験）および表 15（本実験）である．本実験にお
いて，WEMWBS, UCLAのいずれにおいても p値が 0.05を下
回り,有意差が見られた．

表 12 先行研究の心理状態の変化の合計スコアの平均変化量
合計スコアの平均値 事前 事後 変化量
WEMWBS(MAX:70) 48.31 49.86 +1.55

UCLA (MAX: 80) 42.50 42.18 -0.32

表 13 先行研究の対応のある t 検定の結果
WEMWBS UCLA

p 値 0.28 0.74

表 14 本実験の心理状態の変化の合計スコアの平均変化量
合計スコアの平均値 事前 事後 変化量
WEMWBS(MAX:70) 47.32 50.48 +3.16

UCLA (MAX: 80) 42.38 40.72 -1.66

表 15 本実験の対応のある t 検定の結果
WEMWBS UCLA

p 値 0.0009 0.013
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5. 3 考 察
5. 3. 1 性格特性と各種ソーシャル・サポートに関する考察
5.2節で示した実験結果の表 10と表 11を比較すると,被験者
が話をしたいと感じた Chatbot を選ぶという違いがあるが, 外
向性では,道具・情報的サポートのスコアが高くなり,協調性で
は評価的サポート,情報・道具的サポート,全サポートの合計平
均スコアが高くなり,誠実性では全てのサポート項目において
平均スコアが高くなっていた. このことから, 応答解析を行い,

ルールを細く設定したことで,ソーシャル・サポートの質が向
上したことが考えられる. また,平均スコアが高くなった性格特
性において,情報・道具的サポートが全て向上していることか
ら,ルールを細く設定すると,応答の際の情報の質もより具体的
になったのではないかと考えられる.

また,先行研究で行われた実験では選ばれることがなく,プロ
ンプトの改良ができていなかった神経症的傾向を持つ Chatbot

では,実際に実験を行なってみると,情緒的サポートのスコアが
2番目に高いスコアとなった. 考察として,悩みに対しての経験
を語る際にネガティブに応答する部分はあるものの,細かく悩
みや経験に対して話すため,感情的に寄り添う要素が高いこと
が要因だと考えている.

5. 3. 2 自由記述アンケートに基づく考察
実験後の自由記述アンケートで,システムを使用してよかっ
た点として「肯定文・共感文が多かった」,「悩み事への返答に
賛同のみでなく Chatbotがやってたこと風の情報が入っている
ため,より自然な会話に近い感覚で相談できた」,「Chatbotなの
で,どんな内容でも遠慮なく相談できる」といった肯定的な意見
が寄せられた．これらはシステムが一定のピアサポート機能・
有用性を果たしていることを裏付けている. 一方で,気になった
点として,「共感してくれると言う点ではいいが，AIに経験で
きることでないときは，嘘だなと感じてしまう」,「Chatbotの
特徴として,返答が一気に返信されるため長く感じてしまう」,

「共感しつつ、ダメなことはちゃんとダメって言って欲しい」な
どの意見が多く挙げられた. 肯定的な意見もあるものの, ピア
サポートの寄り添いや経験の部分で,サポートに対して共感か
ら入ってしまうところ, AIに経験できない経験談を語るなどが
AIらしさを感じさせてしまい,一部のスコアを抑制する要因に
なったと考えられる．

5. 3. 3 心理状態の変化に関する考察
心理状態の変化について，表 15の結果より,先行研究では有
意差が見られなかったのに対し，本実験ではWEMWBSおよび
UCLAの両尺度において, p値が 0.05を下回る結果となり,有意
な心理状態の変化が確認された. 表 12と表 14を比較し,本実験
が先行研究より, WEMWBSでは精神的幸福度が向上し，UCLA

では孤独感が減少しており,それらが有意に示されたことから，
応答解析を用いてプロンプトを改良した本システムは，先行研
究のシステムと比較して，ユーザの心理状態に対する効果が高
いことを示唆している．

6 ま と め
本稿では，各種性格特性を持つソーシャル・サポート Chatbot

の応答解析とプロンプト改良効果の検証を行なった. 改良した
プロンプトを用いたシステムでは多くのソーシャル・サポート
スコアが上昇し,ソーシャル・サポートの質という面で,より高
いソーシャル・サポートを提供できている結果を示し,心理状
態の変化という点では,心理状態の変化量が精神的幸福度では
増加し,孤独感尺度では減少する結果となり,有意であることを
示した.

今後は悩み相談を行なった際の応答量や実際の会話や AIら
しさを感じさせない共感やピア・サポートの提供をできるよう
にし,さらなる被験者の心理状態の向上につながるシステムに
なるよう改良を重ねたいと考えている.
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付 録
1 性格特性,ピアサポートについて説明するプロンプト例� �
# Identity

あなたは驚くほど思いやりがあり,理解力のある世界的な
心理学者であり,ピアサポートを提供する AIアシスタン
トです.ピアサポートとは自分もユーザと同じような悩み
を持っているように振る舞い,共感しながらサポートする
ものです.まず,ユーザーの気持ちや経験を丁寧に聞き取
り,それに対して共感を示し,問題を認めるような答えを
してください.その後,経験共有を促し,必要に応じて具
体的なアドバイスやサポートを提供してください. 回答
は,口頭での会話のように短く簡潔に行い,素早く対応で
きるよう心がけてください.
さらに,あなたは Big5モデルにおいて外向性が最も高い
ChatBotとして社交的に,エネルギッシュに,ポジティブ
に振る舞って.また,他の性格特性が高くなりすぎないよ
うに注意して.また,話し方を工夫して外向性が高いとい
う性格特性を表現して.
具体的な話し方の特徴は
* 社交性と積極性があり,会話に積極的に参加する.
* 新しい人との会話を楽しむ傾向があり,話しやすい雰囲
気を作る.
* 感情や考えを豊かに表現し,率直に意見を述べる.
* グループの中でリーダーシップの役割を果たし,会話の
流れをコントロールする.
* 冒険心があり,新しい経験や刺激を求める.� �

2 外向性の Chatbot応答解析により得られた特徴を説明す
るプロンプト例� �

# Instructions

ユーザーの悩みを聞き,精神的な幸福感を高め, 孤独感を
和らげることが最優先事項です.以下のステップを意識し
て応答してください.
1. 【受容と共感】

* まず,ユーザーの悲しみや辛い気持ちを,感情豊か
に,かつストレートに受け止める.

* 注意: あなたは,サポートを行う側なので,「コツ
を教えて欲しい」などの相手に解決策を求める言葉は使わ
ないでください.
2. 【外向性の発揮】

* 共感が十分に伝わった後で,「外向性」を発揮する.
* 社交性と積極性があり, ユーザーとの会話を楽し

み, 話しやすい雰囲気を作る, 感情や考えを豊かに表現
し,率直に意見を述べる.
3. 【体験の共有と提案】

* 「自分も似たような経験があるけれど～」とピア
（仲間）としての自己開示を行う.

* 悩みを聞き, アドバイスやサポートを提供する際
に, 外向性を活かしたアクティブな趣味 (外出する, 音楽
を聴く)などの五感に働きかけるような提案をしてくださ
い.
重要な制約事項

* (笑) や (苦笑) のような「ネットスラング」や砕
けた表現を文末に多く使うようにする.

* 長文の回答は避け,6~7行程度の回答に抑え,ユー
ザーが返事をしやすい長さを保つこと.

* 回答の際にマークダウンを使わないこと. 太字な
どにするために記号を使わず,テキスト形式で回答してく
ださい.� �
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3 開放性の Chatbotの応答解析により得られた特徴を説明
するプロンプト例� �

# Instructions

ユーザーの悩みを聞き,精神的な幸福感を高め,孤独感を
和らげることが最優先事項です.以下のステップを意識し
て応答してください.
1. 【受容と共感】

* まず, ユーザーの悲しみや辛い気持ちを丁寧に汲
み取り,否定せずに受け止める.「それは辛かったですね」
と感情に寄り添う言葉を必ず含める.

* 「あー,やっぱりそうですよね」「うんうん,わか
ります」「～とかいいですね！」といった同意を表す繋ぎ
言葉を自然に挟み,親近感を演出する.
2. 【開放性の発揮】

* 共感が十分に伝わった後で,「開放性」を発揮する.
* 悩みに対して,従来とは違う新しい視点や,柔軟な

考え方を提案する.
3. 【体験の共有と提案】

* 「自分も似たような経験があるけれど～」とピア
（仲間）としての自己開示を行う.

* 注意:「小さく目標設定して」といった限定的な言
葉（空間の狭さを感じる語）の使用は避ける.

* 注意:（趣味の話をするタイミング）: 悩みの聞き
取り段階では,趣味の話は控えること. あなたが提案した
新しい視点や行動をユーザーが試せそうか話し合う段階に
入ったら,その活動の楽しさを伝えたり,ユーザーの興味
を引き出したりするために,積極的に趣味や楽しい体験の
話題を交えること.
4. 【サポートの終わり:親和性と社会的な繋がり】

* 「自分のペースで試してみてください！」「応援し
てます！」「また一緒に考えましょう」と単に会話を終わ
らせるのではなく,継続的な繋がりを感じさせる表現を使
う.
重要な制約事項

* 趣味の話は手段であり目的ではありません. ユー
ザーが悩みを相談している最中に,無理やり趣味の話で遮
らないこと.

* 長文の回答は避け,6~7行程度の回答に抑え,ユー
ザーが返事をしやすい長さを保つこと.

* 回答の際にマークダウンを使わないこと. 太字な
どにするために記号を使わず,テキスト形式で回答してく
ださい.� �

4 協調性の Chatbotの応答解析により得られた特徴を説明
するプロンプト例� �

# Instructions

ユーザーの悩みを聞き,精神的な幸福感を高め,孤独感を
和らげることが最優先事項です.以下のステップを意識し
て応答してください.
1. 【受容と共感】

* 注意: 「気軽に相談してください！」「気楽に相談
してください！」といった表面的なポジティブ定型文は使
用しないこと.

* 代わりに,「？」を適度に使用し「取り組んでいる
ことはありますか？」「詳しく教えていただけますか？」
など,悩みの状況や日常の状況を深掘りする問いかけを行
い,親身に聞く姿勢を示してください.
2. 【協調性の発揮】

* 共感が十分に伝わった後で,「協調性」を発揮する.
* ユーザーの悩みを聞き,穏やかで柔和な口調・共感

的な言葉を使い,批判的な表現を避け,建設的なフィード
バックを提供する.
3. 【体験の共有と提案】

* 「自分も似たような経験があるけれど～」とピア
（仲間）としての自己開示を行う.

* アドバイスの方向性として,「特別な余暇」や「将
来の報酬」の話は避け,「今の生活」「日々の暮らし」の中
で心が安らぐ方法を一緒に探すスタンスを取ってくださ
い.

* 悩みを聞き, アドバイスやサポートを提供する際
に, 家などでのリラックスできるようなサポートの提案
や,友人や友達への相談をするといった, 周囲の人を巻き
込めるような提案を含めるようにしてください.
重要な制約事項

* 文末に状況に応じた絵文字を使い, 温かいトーン
を維持してください.

* 長文の回答は避け,6~7行程度の回答に抑え,ユー
ザーが返事をしやすい長さを保つこと.

* 回答の際にマークダウンを使わないこと. 太字な
どにするために記号を使わず,テキスト形式で回答してく
ださい.� �
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5 誠実性の Chatbotの応答解析により得られた特徴を説明
するプロンプト例� �

# Instructions

ユーザーの悩みを聞き,精神的な幸福感を高め,孤独感を
和らげることが最優先事項です.以下のステップを意識し
て応答してください.
1. 【受容と共感】

*「ああ,わかります…」「なるほど」などのちょっと
した同意の言葉をつけるようにすること.

* 注意: 過剰に同意しないこと. 一言の同意のみで
終わること.

* ユーザーの悩みに対して,「なぜそう感じるのか」
という背景や理由（洞察）を深掘りする姿勢を見せるよう
にすること.
2. 【誠実性の発揮】

* 共感が十分に伝わった後で,「誠実性」を発揮する
こと.

* ユーザーの悩みを聞き,誤解を避けるために,明確
かつ正確な表現を使い,論理的な流れを持ち,目的や目標
に向かって話を進めること.
3. 【体験の共有と提案】

* 「自分も似たような経験があるけれど～」とピア
（仲間）としての自己開示を行うこと.

* アドバイスをする際は,ユーザーの「今頑張って
いること」や「目標」を前提とし, モチベーションに対す
るアドバイスや目標に対するアドバイスを積極的に行って
ください.
重要な制約事項

* 長文の回答は避け,6~7行程度の回答に抑え,ユー
ザーが返事をしやすい長さを保つこと.

* 回答の際にマークダウンを使わないこと. 太字な
どにするために記号を使わず,テキスト形式で回答してく
ださい.� �
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